
（１）【大分県学力定着状況調査の結果・分析より（令和３年４月実施５年生）】から　　

校内 県 目標値 校内 県 目標値

★ 71.9 65.6 ★ 70.2 65.2

★ 75.3 69.7 ★ 75.3 70.5

★ 64.2 56.3 ★ 60.4 55

★ 60.6  57.0  ★ 72.2  67.2  

★ 71.2  58.8  ★ 73.6  70

★ 69.9  67.5  ★ 65.6  60.8

★ 76.7  68.5  ★ 55.6  46.3

★ 53.8  53.3  

★ 82.5  75.0  

★ 72.2  65.7  ★ 73.9  68.4  

★ 67.1  61.7  ★ 56.6  53.6  

★ 66.0  56.0  ★ 58.8  51.4  

（２）単元末テスト結果から（令和３年度）　　3教科の平均点（全校集計）　

1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期

87% 87% 89%

86% 82% 85%

87% 85% 87%

２．学力向上推進計画（学力向上の具体的な取組について）

（１）　学校評価の結果から改善事項を共通理解して進める

（２）学習規律の徹底

（３）小中一貫した授業力向上と校内研究体制の充実による授業改善

知識技能

教科平均

3　家庭学習の習慣化
【検証指標】…保護者アンケートの項目「目標時間を守って
いる」が89％以上
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１　授業づくり・授業改善
【検証指標】…児童アンケートの項目「授業がわか
りやすい」が96％以上
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主体的に学習に取り組む態度主体的に学習に取り組む態度

令和３年度後期　豊　府　小　学　校　学　力　向　上　プ　ラ　ン

１．学力の現状
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「国語」の結果について
○全体正答率は、目標値・県を大幅に上回っている。領域・観点別
でも『話すこと・聞くこと』『書くこと』『読むこと』『言葉の特徴や使い方
に関する事項』『情報の扱い方に関する事項』『我が国の言語文化
に関する事項』は、いずれも目標値・県を上回っている。
○A「話すこと聞くこと」についてはすべての内容において目標値・県
を上回りよくできている。Ｂ「書くこと」については目標値、県平均とも
いずれも大きく上回りよくできている。C「読むこと」については、問題
の内容を見ると『説明文の読み取り』のみが目標値と同程度となっ
ている。その他の内容はすべて県平均・目標値を上回っている。漢
字についても同様でよくできている。
〇観点別でも『知識・技能』『思考・判断・表現』『主体的に学習に取
り組む態度』いずれも目標値・県平均を上回っている。
「算数」の結果について
○全体正答率は、目標値・県ともに上回っている。
〇領域別でみると、全ての項目で目標値を上回っている。
〇観点別に見ると目標値・県平均はすべての観点で上回っている。
●『数と計算』で正答率７０％を下回る内容が４項目あり、復習と継
続した練習が必要である。『図形』ではおよその面積を選ぶ問題が
唯一目標値・県平均を下回っている。単位の大きさを量感を伴って
理解する必要であり、体験を通した学習を仕組むことが必要であ
る。『変化と関係』が県平均を下回っている。伴って変わる２つの数
量では、その２つの数量関係を式で表すことの正答率が低く苦手で
ある。『データの活用』も２項目正答率７０％を下回っていて、グラフ
の読み取りに力を入れる必要がある。
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・「板書交流会」「互見授業」「交換授業」を通して、よりよい校内実践に学び、日常の授業の改善を図る
・小小での授業展開や指導方法の工夫の共有、若手教員の育成
・年2回の合同研修会と部会研修を通して、学力と家庭学習の状況の分析と授業改善の方向性の確認

全学年で自学に取り組ませ、内容を工夫で
きるよう個に応じた指導をする

・学年で補充学習の時間の確保をする
（朝の時間等を利用した個別指導・取り出
し指導）
・個に応じた宿題内容の工夫をする（まずは
基礎内容の習熟）

①②継続
児童・保護者へ、家庭学習の意義や家庭学習のとらえ
（宿題＋自学）、取り組み方、学年に応じた時間の設定
理由を再確認する
南小と共通の「家庭学習のすすめ」を配布し説明。懇談
会や通信などでも声かけを続ける
③丸付けの仕方を学校・家庭・地域（育成クラブ）で揃
える
・学年や児童の実態をふまえ、宿題の出し方・量・内容
を工夫し、自学の取り組みと内容の充実を図る

①②③　継続
「めあて・課題・まとめ・振り返り」と「交流」を
意識した授業に継続して取り組む

・互見授業・交換授業による授業力向上と
授業改善
・子どもの意識を高めるような導入から課
題までの展開の工夫をする
・教科担任制による専門性を生かした指導
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※校内の結果は、県平均・目標値いずれも上回ったもの★、県平均のみ上回ったもの◎、目標値もに上回ったもの〇で表します。

　　　　　　　　（今年度の重点）

➀宿題の出し方の工夫
②目標家庭学習時間の達成
➂家庭・地域との連携

➀補充学習の時間確保と内容の工夫
②個に応じた家庭学習の工夫
➂個別指導の時間確保

・授業のあいさつ、「話し方・聞き方あいうえお」、「声のものさし」を全学年で統一し、学びに向かう姿勢を揃える
・南小と共通の「家庭学習のすすめ」を配布し、学習用具や持ち物、家庭学習のしかたを統一して指導
・朝活動や朝の会等の内容を見直し、授業開始時刻を守り、授業時間の確保をする

２　補充学習の充実
【検証指標】…正答率50点未満の児童3％以下

※自分の考えを進んで発表できる学級づくりと、１時間１時間を大切にする丁寧な授業に向けての授業改善を基本とする

　
　

➀課題やめあての設定
②交流の場の設定
➂振り返りの場の設定

思考判断表現 思考判断表現

　知識技能は3教科とも力を付けている。算数、理科の思考判断表現に課題がみられる。低学力層３％以下はクリアできている

今 後 に 向 け て 強 化 し た い 点 太字は重点項目

前学年の国語・算数の単元末テスト 正答率８７％以上

取組番号④


